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の普及及び啓発に関する法律」）は 1997 年 7 月に施行されるのだが，まだ法律の輪郭が公表されて
いなかった頃である。とは言え前年，1996 年 4 月には「ウタリ対策のあり方に関する有識者懇談会」
報告が内閣官房長官に提出され，文化面に重点を置いた政策が進められることが読み取れた。また，
1991 年に新築（開館式典は 1992 年 4 月 25 日）された町立博物館の運営が数年を経て一定程度軌
道に乗り，博物館を中心に町独自のアイヌ文化施策が拡充されつつあった。
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　2001 年 2 月から 5月にかけて開催された第 8回特別展「現代に受けつぐアイヌ伝統文化―新し
い世紀に向けた民族誌・平取編―」に依って，地域におけるアイヌ文化継承の状況を，その一端に































































































































































2005 年にもあった。6月 16 日に毎年行われてきたマンロー博士の遺徳を偲ぶ会にあわせて，スコッ
トランドからマンロー氏族長であるヘクタ ・ーマンロー氏ほかを招請する事業が行われたのである。
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イヌ肖像権裁判」がある。1985 年 9 月の提訴，1988 年 9 月の和解に至るまで 3年間に渡って東京
地方裁判所民事部第十八部において行われた裁判の原告は内藤美恵子氏（和解時は伊賀姓。チカッ
プ美恵子の名で文筆活動等），被告は更科源蔵氏と第一法規出版株式会社であった。また，1985 年
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るようになった概念である「自由な事前の（十分な）情報に基づく合意形成の原則」（FPIC = principl 
of Free, Prior and Informed Consent）を遵守する必要があるということだ。FPIC の原則は，た


































































を設置する旨を表明。2008年 8月 11日に「アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会」第 1回会議。
以降，毎月 1度のペースで会議が開かれ，2009 年 7 月 27 日に「報告書」を発表。同年 9月には政
権交代があったが，この報告書をアイヌ政策の基調とする立場は変わらず，同年 12 月に施策のよ
り具体的な検討に向けて内閣官房長官を座長とする「アイヌ政策推進会議」を設置。翌 2010 年 1
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　21 世紀最初の 10 年間，日本国内におけるこの分野の研究はようやくに進展の速度を増しつつあ
る。より正確で慎重な表現を期せば，その兆しが現れてきたと言うべきか。何となれば，世紀の変
わり目の時点と現在，つまり本稿で「二風谷マンロープロジェクト始動前夜」としている時期と現





















































望に関しては相内俊一 2004，上村英明 2004，加藤博文 2010・2009
（46）
，スチュワート・ヘンリ 2007，
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（ 1 ） 平取町二風谷にあるマンロー博士顕彰碑を建立
する経緯については，二風谷自治会編 1983：258-260 頁，
桑原千代子 1983：79-82 頁，出村文理 2006：14 頁・137
頁，萱野れい子著／須藤功編 2008：28-29 頁を参照。
（ 2 ） 写真撮影はいずれも吉原秀喜。上段が 2006 年
6 月，下段 2 葉が 2009 年 10 月の撮影である。
（ 3 ） この研究ノートで，たんに「マンロー」と
表記する場合は，ニール・ゴードン・マンロー（Neil 
Gordon Munro: 1863–1942）のことを指している。













（ 5 ） アイヌ民族系の人たちが関わった例では，「人





























































（ 7 ） 歴博との関係では 2003 年シンポジウムの後，
共同研究：歴史展示における「異文化」表象の基礎的研
究（2003 ～ 05 年度）に途中から加えていただくことに
なり，2005 年 6 月 25 日には研究会で「アイヌ民族の表
象とアイヌ民族による表象―北海道二風谷における事例
を通じての考察―」と題する報告を筆者が行った。また，
同年 9 月 17 日には同共同研究メンバーによる平取町立
二風谷アイヌ文化博物館で「現地調査」が行われた。（久
留島浩・小島道裕 2008 参照）
（ 8 ） 〈Ainu－Spirit of a Northern People－ 〉 展 の









（ 9 ） 国立民族学博物館，東京国立博物館などの国際





（10） 吉原秀喜 1999：377-378 頁。「二風谷アイヌ文
化博物館の位置と役割」は日本語原題であり，図録では
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利用の視点から―」／ 2009 年 11 月 15 日／北海道大学
文学研究科
○北方圏の環境研究に関する日本–フィンランド共同研




○ ICOM‐ASPAC Conferrense in Tokyo 2009 ／ 2009
年 12 月 7 日～ 9 日／ ICOM‐ASPAC，ICOM 日本委員会，
日本博物館協会，国立科学博物館












































（22） 英語で著され日本語には未翻訳だった NEIL 
GORDON MUNRO / EDITED BY B. Z. SELIGMAN

































しておく。6 月 16 日当日の行事実施要項である。※註
末を参照。





















題についての Brad SHARMAN and Lenne WISEMAN 
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年 9 月 13 日採択）」の日本語訳文はアイヌ政策のあり方
に関する有識者懇談会第 3 回会議資料 -3：首相官邸 HP
（2010 年 3 月 31 日 閲 覧 ）http ://www.kantei.go.jp/jp/
singi/ainu/index.html より。
（31） 萱野れい子著／須藤功編 2008：123 頁に，判決
が出された直後に行われた記者会見の写真が掲載されて
いる。
（32） 相内俊一 2004，上村英明 2004，榎森進 2007，
苑原俊明 1998，常本照樹 2000 二風谷フォーラム実行委
員会編 1994・2005 などを参照。なお，相内 2004 の論題
には「制定過程」とあるが，この時点までの国連機関等
における宣言案の形成プロセスについて論述したもので






　有識者懇談会は 2008 年 8 月から 2009 年 7 月にかけて
計 10 回の会議を開催し，現地視察を 3 回実施した。「議
事概要」によれば，現地視察と第 9 回以外は，内閣官房
長官が自ら出席している。2009 年 7 月 29 日に報告書を












































向けた業務を，2004 ～ 08 年にかけて担当したが，その
中で写真の，あるいは景観そのものの非文字資料（史料）
としての潜在的可能性を強く実感した（国立文化財機構




（37） この事業は 2010 年度以降も継続する予定であ
る。また，アイヌ文化環境保全対策調査委員会ほか編






























書 2008 ～ 09―沙流川総合開発事業の内平成 20 年度平













































来』は，2008 年に 2 回に渡って開催した同名のシンポ
ジウム「アイヌ研究の現在と未来」（第 1 部＝ 6 月，第
2 部＝ 12 月）の集録だが，そうした総合性・包括性をもっ
た取り組みの状況が盛り込まれた刊行物となっている。
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（49） 前記註 7 で記したように，歴博共同研究「歴
史展示における「異文化」表象の基礎的研究」の一環，














































（50） 小谷凱宣 2004：7 頁，及び同氏による 2009 年






































































2004　「｢国連先住民族の権利宣言｣ 制定過程と ｢10 年｣」上村英明監修／藤岡美恵子・中野憲志編『グローバル時代
の先住民族』法律文化社：24–38 頁
◆アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会












◆ ICOM‐ASPAC 日本会議 2009 事務局










2009　「AINU Past and Present ―マンローのフィルムから見えてくるもの」：映画フィルムの資料批判的研究に関




























































究：国立歴史民俗博物館研究報告第 140 集』国立歴史民俗博物館：1–19 頁
◆黒澤節男







2008　「先住民族の権利に関する国際連合宣言（2007 年 9 月 13 日採択）」アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会









































究：国立歴史民俗博物館研究報告第 140 集』国立歴史民俗博物館：1–19 頁
◆黒澤節男







2008　「先住民族の権利に関する国際連合宣言（2007 年 9 月 13 日採択）」アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会





2006　『AINU Past and Present  マンローのフィルムから見えてくるもの』国立歴史民俗博物館民俗研究映像／製作




















講座世界の先住民族 10 ファースト・ピープルズの現在』明石書店：132–145 頁
◆「先住民族サミット」アイヌモシリ 2008 事務局編
2008　『「先住民族サミット」アイヌモシリ 2008 資料集』実行委員会（萱野志朗委員長）





32 巻第 1 号』国立民族学博物館：63–85 頁
2006　「先住民族の文化遺産の国際的保護―国連の動向とアイヌ民族―」『大東法学』第 16 巻第 1 号：35–60 頁
1998　「いわゆるアイヌ文化振興法について―国際法の視点から―［研究ノート］」『八千代国際大学紀要国際研究論集』
第 10 巻第 4 号：90–115 頁
◆ Tania WAIKATO（田上麻衣子訳）　
2008　「ニュージーランドにおけるマオリの知的財産の保護」『知的財産法政策学研究』Vol.19（2008）北海道大学情





































































































































―（アイヌ文化振興法制定 5 周年記念フォーラム報告集）』国立民族学博物館：41–74 頁
◆吉原（米田）秀喜　
1999　「二風谷アイヌ文化博物館の位置と役割」（日本語原題）
〈The Nibutani Ainu Culture Museum〉　Ainu―Spirit of a Northern People―NATIONAL MUSEUM OF 
NATURAL HISTORY SMITHSONIAN INSTITUTION：377–378 頁
1996　「アイヌ文化研究の今後＝無数の課題とかぎりない可能性そして現実の制約」北海道立北方民族博物館友の会
季刊誌『Arctic Circle』財団法人北方文化振興協会 19 号：8–9 頁／ 20 号：8–9 頁
◆ラファエル・アバ　
2006　「ある英国人が見た日本列島の先史文化―N. G. Munro と Prehistoric Japan（1908 年）」『北大史学』第 46 号：
北大史学会（北海道大学）：1–24 頁
2008　「N. G. Munro と鳥居龍蔵：｢ドルメン」論争の再発見」考古学研究会編『考古学研究第 54 巻第 4 号（通巻 216 号）』
考古学研究会：82–101 頁
（平取町アイヌ施策推進課アイヌ文化環境保全調査室，国立歴史民俗博物館共同研究員）
（2010 年 9 月 27 日受付，2011 年 2 月 21 日審査終了）
